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衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
経
済
安
全
保
障
推
進
法
に
お
け
る
基
幹
イ
ン
フ
ラ
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
経
済
安
全
保
障
推
進
法
に
お
け
る
基
幹
イ
ン
フ
ラ
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
紙
ベ
ー
ス
で
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
手
動
で
の
操
作
に
よ
り
機
能
の
確
保
が
可
能
で
あ
る
こ
と
等
」
の
具

体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
そ
の
こ
と
を
理
由
と
し
て
「
基
幹
イ
ン
フ

ラ
制
度
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
事
業
」
に
つ
い
て
網
羅
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
経
済
施
策
を
一
体
的
に

講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

の
立
案
時
に
、
当
該
事
業
に
係
る
設
備
を
手
動
で
操
作
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
法
第
五
十
条

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
事
業
と
し
て
は
下
水
道
及
び
ダ
ム
に
係
る
事
業
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
今

国
会
に
提
出
し
て
い
る
経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
の
立
案
に
際
し
て
は
、
当
該
事
業
を
法
第
五
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
関
す

る
再
度
の
具
体
的
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。 

 
 

な
お
、
法
第
五
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
国
際
情
勢
や
社
会
経
済
構
造
の
変
化
等
を
踏



 

２ 

 

ま
え
つ
つ
、
不
断
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 


